
継続と数が力の両輪

放射線教育フォー ラム前編集委員長 渡利一夫

1986年5月5日は科学技術庁(当時)の放射線医学総合研究所

( 放 医 研 ) に と っ て 、 ま た 私 に と っ て 長 い 一 日 と な っ た 。 ア メ リ

カ の ス リ ー マイル島の原発事故を契機に作られた放医研の緊急時

モ ニ タ リ ン グ チ ー ムと緊急被曝医療チ ー ム の 4 0 名 は 早 朝 よ り バ ス

で成田空港へ向 か っ た 。 4 月 3 0 日 に 起 き た チ ェ ル ノ ブ イ ル 原 発 の

爆発事故に遭遇し急ぎ帰国した日本人観光客の健康調査をするた

めである。空港の検疫所の一隅で、約120名の帰国者の衣服、頭

髪、 喉頭部などのサ ー ベイと問診が行われた。 人体に影響を与え

るような放射能は誰にもみとめられなかったが比較的数値の大き

か っ た 1 5 人 は 放 医 研 に 移 送 し 、 ヒ ュ ー マ ン カ ウ ン タ ー による体内

量の測定や汚染除去の作業が夜遅くまで続いた。

初めはどの程度の汚染か分からなかったこ と もあって汚染除去の作業員達は汚染防止用の帽子、

マ ス ク 、  防護服を着用して完全武装の姿で待機していた。検査を受ける人達はものものし い姿を

見て不安そうであった。 初 め て 見 る ヒ ュ ー マ ン カ ウ ン タ ー に も 驚 い た に 違 い な い 。放射線は恐い

と思っている人達には心理的な負担を与えたことになり、対応の難しさを痛感した。

この日の夜、恩師の一人である環境放射能の権威、山県 登 先 生 が チ ベ ッ ト で 急 逝 さ れ た こ と

を知り、大きな衝撃を受けたことも忘れられない。
ところで、放射線の知識が必要なことは知識人といわれる人でも例外ではない。 中学時代から

の 友 人 が 5 年 程 前 食 道 ガ ン に な っ た 。  手術を終えたあと担当の医師が再発を防ぐために放射線を

か け た い と い う 提 案 を し た 。 頭 脳 明 晰 、 沈 着 冷 静 で 、 そ の 後 、 大 企 業 の エ ン ジ ニ ア と し て 活 躍 し

たいわゆる知識人である彼が放射線療法には容易に納得しなかった。 効 果 に 疑 問 を も っ て い た こ

と と 被 曝 す る こ と に 不 安 を 感 じ て い た か ら で あ る 。 私は放射線の基本を、 そして放射線治療が専

門の医師はその必要性を説明した。 ようやく納得した彼はコ バ ル ト 一6 0 の 照 射 を 受 け る こ と に な っ

た。放射線に関しての理解が得られたのである 。彼は今、 カナダの山に出掛けるなど山登りに夢

中である 。
現代社会では、医療をはじめ放射線の利用は拡大しつつあり、またエネルギ ー 源としての原子

力の利用など一般常識としても放射線の知識が必要な時代である。 最近、 文部科学省科学技術政

策研究所がまとめた国際比較調査によるとわが国の科学技術の国民理解・関心は、放射線に関係

する知識も含めて先進諸国の中で最低レベルとのことである。
こ の よ う な 現 状 を 改 善 す る た め に は 、  まず青少年の教育が必要であるとの認識から放射線教育

フ ォ ー ラムが199 ,4年に誕生した。 これまでに、 国際シンポジウムの主催、放射線教育に関する要

望書の提出など数々の事業を展開してきた。最近も文系の先生を対象にしたセミず一を共催する

な ど 着 実 に 実 績 を あ げ て き た 。 ま さ に 「継続は力」 だ と 思 う 。  しかし、 フ ォ ー ラ ム の 中 心 と な る

べき小、 中、 高校の先生の会員は少ない。 その原因について真剣に考える必要がある。 「継続は力」
で あ る が 「数も力」 で あ る 。  こ の 二 つ が 両 輪 と な っ て は じ め て 成 果 が 得 ら れ る の で は な い だ ろ う

か。



放射線・放射能セミナー

「水和電子」 物語
第 一 話 発 見 の い き さっ

理化学研究所 名誉研究員

今村 昌

はじめに

電子およびイオンの概念は1834年Faraday
に よ っ て 化 学 に 導 入 さ れ 、 2 0 世 紀 の 化 学 結

合 ・ 化学反応は電子とその移動によって説明

さ れ て き た。 これらの理論では、 いずれも電

子とその移動が仮定されたが、 その仮定を直

接 証 明 す る こ と は で き な か っ た 。 原子の移動

は、 たとえば同位体で標識すれば可能である

が、電子を標識し、 その移動を追跡すること

は不可能である 。 こ の よ う な 電 子 の 移 動 ・ 反

応は、 放射線化学において見つけ出された水

和電子(hydrated electron)および水以外の

液体中の溶媒和電子(solvated electron)に

よって初めて可能になった。本稿では、水和電

子発見のいきさ っを、 次号では性質、 応用な

どについて、できるだけ平易に述べてみよう。

放射線を照射する と 最 初 に な に が 起 こ
るか

放射線(radiatio n ) と 言 う と 、 光 、 電 磁 波 、

粒子線を総括した呼び名であるが、 日本語の

「放射線」 はごく狭い意味、すなわち電離放

射線(ioniz ing radiation) を表す 。電離放射
線はその名のとおり照射される物質を構成す

る分子や原子を電離(ionize)する。 電離とは、

分子や原子からその外側にある電子が束縛さ

れ な い と こ ろ ( 無 限 遠 ) ま で 離 さ れ る こ と で

ある。その結果、遊離した電子と十に帯電し

た 陽 ( 正 ) イ オ ン が で き る 。 ( 以 後 「電離放射

線」 を単に 「放射線」 と呼ぶことにする。)

放射線は、原子核の崩壊による大きな反跳

エ ネ ル ギー を も っ て 飛 び 出 す か 、 ま た は 加 速

器によって高い運動エネルギー を 与 え ら れ た

( 十 または 一 の ) 荷 電 粒 子 で あ る 。 こ の よ う

な荷電粒子が分子や原子に近接すると、分子

や原子の外殻電子との間にク ー ロンの力が作

用する 。この力は距離の2乗に反比例するか

ら、分子や原子の近くを通過する荷電粒子か

ら は 大 き な ク ー ロン力を受け、 電子は遊離す

る 。  これが電離である 。 距離が遠く なれば、

電子に与えられるエネルギー は 小 さ く な る の

で、電子は完全に解離せず、分子や原子は励

起するだけである。 これが通常の放射線によ

る最初の過程である 。 電荷をもたない中性子

は原子核に近接して核反応を起こすが、 一部

の 科 学 者 で も 誤 解 す る こ と が あ る よ う な 、 放

射線が原子核と反応したり、分子をこつば微

塵に壊すようなことは起こさない。
放射線が分子や原子の外殻電子にエネルギ

ーを与えて電離または励起を起こさせるから、

物質の電子密度 (単位体積中の電子の数) が

大きいほど放射線のエネルギー は早く失われ

る 。 物質の電子密度は物質の密度または比重

にほぼ比例するから、 放射線は密度の大きい

物質の中では密度の小さい物質の中よりも早

くエネルギー を失う。 放射線のエネルギーが

室温のエネルギー 程 度 に な る と “ 停 止” し た

と 言 う 。  物質の密度または比重が大きいほど

放 射 線 に 対 す る 遮 蔽 力 が 大 き く な る こ と が わ

かる。

水溶液に放射線を照射すると・ ・ ・ ・

さて話題を少し変えて、 生体に対する放射

線の影響について考えてみよう 。 生体は、骨

の よ う な 無 機 質 を 除 く と 、 水 と あ ま り 大 差 の

ない密度の有機物、 すなわち蛋白質、 脂肪な

どを含む 「水溶液」 と み な し て も よ い だ ろ う 。

しかも水の割合は多い (70-80%またはそれ以

上) か ら 、  おおざっぱに言って生体は一種の

「希薄水溶液」 と 考 え て よ い。 こ の よ う な 系

を放射線照射すると、 放射線のエネルギーは

密度に比例して吸収されるので、 ほ と ん ど 大

部分のエネルギーは水に吸収される。

水に吸収されたエネルギー は、 水分子を電

離して電子を放出し、水分子は陽イオンにな

る。

純粋な水の放射線分解では水素と過酸化水素

が安定な 「最終生成物」 として得られるので、

その生成過程は

H 十 H → H2

OH 十 〇H → H202

と さ れ 、 H 原 子 は 大 き な エ ネ ル ギー を持 つて

飛び出した電子e一と電離した水分子H 2 0 + と

の 再 結 合 で で き る 高 い エ ネ ル ギー を持つ励起

水分子の分解から生成すると考えられていた。

H2 〇 + 十  e → H 20 *

→ H + O H ( 1 )



この水の中に溶質 (生体では蛋白質や脂肪な

ど ) が 含 ま れ て い る と 、 一 部 の H や O H ( フ

リ ー ラ ジ カ ル ) が 溶 質 と 反 応 す る 。 こ の よ う

な効果を溶質に対する放射線の間接効果と呼

ん で い る 。  これに対して、 溶質と放射線が直

接作用することによって生ずる効果は直接効

果と呼ばれる。 (生体系の反応の大部分は間接

効果によるものである)

さて、 放射線で放出された電子はすぐにH 2

0 + と反応して励起水分子を作るとしたが、果

たしてそうだろうか。負の電荷をもつ電子は、

(分子内に十と 一 の電荷が分離して)極性を

も つ 水 分 子 に 取 り 囲 ま れ る と 、 短 く て も あ る

一定の寿命をも っ こ と は な い の だ ろ う か 。 事

実、1864年にWey1は液体アンモニアにアル
カ リ 金 属 を 入 れ る と 青 く な る こ と を み つ け 、

Kraus(1908) はこれが極性を持つアンモニア

分子に取り囲まれた (金属から出た) 電子一

アンモニア和電子一に よ る も の で あ る と 結 論

した。 ガラスなどの透明な固体を放射線照射

すると、飛び出した電子が捕捉されて 「色中

心」 ができて着色する。水溶液中で電荷をもつ

イオンや化合物が 「水和」 す る こ と も 今 で は

高校生でも知 つ て い る 。 おそらく当時(1950-
60)の放射線化学者は、 水の中で電子は、 短い

な が ら も 反 応 に 寄 与 す る く ら い の 寿 命 を も っ

て い る の で は な い か と 想 像 し た の で は な か ろ

うか。

「 2種の水素原子」 と水和電子の 「発
見」

水 素 原 子 が 最 初 反 応 ( 1 ) で 生 成 す る か ど

うかにかかわらず、 照射が続くと反応生成物

で あ る 水 素 H2 と H 202 が 蓄 積 す る 。 す る と 次

の 2 次 的 な 反 応 に よ っ て 水 素 原 子 H と 〇 H ラ

ジカルが生成する 。
H 2 十 〇H → H 十 H 2 0 ( 2 )
H 2 0 2+ H → H 2 0 + O H ( 3 )

も し H2 の前駆体になるもの(還元種)が水素

原 子 H で は な い と す れ ば 、 反 応 ( 2 ) で 2 次

的 に で き る H と は 違 っ た 反 応 ( 速 度 ) を 示 す

か も 知 れ な い 。 こ の よ う な 予 想 を し た の で あ

ろう、Hochanade l (1952)はいろいろな濃度のH

2 , H 2 〇 2 、 02 を含む水溶液について照射実験
を行った。 ' ) 詳 し い こ と は 省 略 す る が 、 結 果

は 「反 応 ( 2 ) で で き る H は 、 H202 よ り は る

か に 速 く 〇 2 と 反 応 す る が 、 反 応 ( 1 ) で で き

る と 考 え た H は 〇 2 と H2〇2 の双方と同じくら
い大きな速度で反応する」 こ と が 明 ら か に な

っ た 。 そ の 後 B a r r と Alle n ( 1 9 5 9 ) は さ ら に

詳し い 実 験 を 行 い 、 反 応 ( 1 ) と ( 2 ) の “ 水

素 ” は 異 な る “ 種 ” で あ る と 結 論 し 、 そ れ ぞ

れ 「 2種の水素原子H'と H」 と命名した。 2 )

こ の う ち H ' は “ 水 和 電 子 ” で あ る 可 能 性 が 大

き い が 、  こ れ を 決 定 づ け た の は C z a p s k i と
Schwartzの見事な実験(1962)である。 3 )

詳しい実験の内容は省略せざるを得ないが、

彼 ら は H ' と H が そ れ ぞ れ N 〇 2一、 〇2, お よ び H+

と 反 応 す る と き の 速 度 が 、 中 性 塩 ( N acl や

Kde4 な ど の 反 応 に 関 与 し な い 塩 ) の イ オ ン
強 度 に よ っ て ど の よ う な 影 響 を 受 け る か を 綿

密な実験で調べた。 Debye-Huckel の理論に
よ る と 、 中 性 塩 の イ オ ン 強 度 が 增 加 す る と 、

同符号の電荷をもつ分子種の反応速度は增加

し、 互いに反対符号の電荷をもつものでは減

少する。 い っ ぽ う 、  ど ち ら か が 電 荷 を も た な

いときには反応速度は変わらない。 彼 ら の こ

の明快な実験結果は、 Hが電荷をもたないが、

H'が一 1の電荷をも っ ことを明確に示したの

である。

これらの実験結果と前に述べた推論から、H'

が電子、 それも水和した電子であると考える

のは決して無理ではない。 水和電子であると

い う 証 明 は 、 さ ら に 分 光 学 的 な 実 験 か ら も 得

ら れ た が 、  これについては次号で、 また水和

電子の反応とその応用などに っい て も あ ゎ せ
て 述 べ る こ と に し よ う 。 ｫ
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連載

放射線・放射能 ものしり手帳

五劫の擦り切れ
長い半減期の話一

放射線医学総合研究所 坂内 忠明

あ ま り 落 語 に 詳 し く な い 人 で も  「寿限無」
の話は御存知かと思います。 生まれた子供に

めでたい名前を っけ よ う と い う こ と で 相 談 し

た と こ ろ 、 い ろ い ろ と 縁 起 の 良 い 名 前 を 提 案

し て も ら い ま す 。 男 は 、 提 案 さ れ た 全 て の 名

前を使って 「寿限無、寿限無、五劫の擦り切

れ、海砂利水魚、 ー 一」 と い う 長 い 名 前 を っ

け て し ま う と い う 話 で す。
そ の 中 に 出 て く る 「五劫の擦り切れ」 と い

う言葉の中の 「劫」 なのですが、 「劫」 は 、 も

のすごい長い時間を示す単位なのだそうです。

こ の 「劫」 の説明は諸説ありますが、一例

を 挙 げ る と 、  三千年に一回の間隔で天女が舞

い 降 り て き て 、 柔 ら か い 布 で で き た 羽 衣 で 1

辺 が 4 0 里 [ = 約 1 5 7 k m ] の 大 き な 岩 を 軽 く こ

す っ て 、 そ の 岩 が 擦 り 切 れ て し ま う 時 間 が 一

劫なのだそうです。 こ れ が 5 回 繰 り 返 さ れ る

のを五劫といいます。 そ こ で 一 劫 の 長 さ を 計

算してみます。 岩は立方体とし、 羽衣のひと

擦 り で 3 0 c m 四 方 を 1 0 n m ぐ ら い は 剥 ぎ 取 ら れ

るとすると、一つの岩が無くなるためには、1.3

x 1029 年もかかり、岩が5個だと6.5x 1( )28 年。

宇宙の寿命(10'°年 ) よ り も 長 く な り ま す 。

さてTable of isotopes(第8版一1996年)に記

載 さ れ て い る 最 も 長 い 半 減 期 を も つ 元 素 は

l28T e で 、 2.2 x 1024 年 と あ り ま す 。 一 劫 と 比 較

す る と 約 千 分 の 1 と い う 長 さ で す が 、 2 . 2 X 1 024

年 と は 、  ど の れ く ら い の も の で し ょ う か 。 例

えば、 128T e が 1 m o 1 、 つ ま り 約 1 2 8 g あ っ た 場

合、何Bqになるか計算してみると、6. 0X10 9Bq
と な り ま す 。 つ ま り 5 年 で 1 個 の 原 子 が 崩 壊

す る と い う こ と に な り ま す 。

現 在 の 段 階 で は 、 半 減 期 は 一 番 長 く て こ の

程 度 で す が 、 将 来 こ れ よ り も 長 い 半 減 期 の 放

射性同位元素が見つかる可能性はあるのでし

ょ う か ?

まず、 放 射 性 同 位 元 素 と い う の を 再 確 認 し

て み ま し ょ う 。

放射性同位元素と安定同位元素の違いを教

科 書 的 に 説 明 す る と 、 安 定 同 位 元 素 と は 「時
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間 が い く  ら た っ て も 壊 れ る こ と の な い 原 子 核

を持つ同位元素」、 放射性同位元素とは 「自分

の一部を放射線として外に出し、 自然に崩壊

す る  ( 構 造 が 変 わ っ て し ま う ) 原 子 核 を 持 つ

同位元素」 と い う こ と が で き ま す。
こ の よ う に 書 く と 、「放射性同位元素」と「安

定同位元素」 の間には、大きな壁があって、

厳密にわける事ができるような気がしますが、

この区別は曖味な点があります。 な ぜ な ら 、

私達は、 「安定元素」 のことを、半減期の長い

「放射性同位元素」 と 誤 認 し た り 、 逆 に 「放

射性同位元素」 の こ と を 「安定同位元素」 と

誤認したりする可能性があるからです。
例えば、先程のTable of isotopesという本を

調べてみると、 2o9Biの半減期は書かれていま

せん。つまりこの本では、現在安定な同位元

素 と さ れ て い る わ け で す 。しかし、Tab l e  of

isotopes(第6版一1967年)では半減期が2X10 l 7

年 以 上 か ら 2x 10'8 年のα崩壊する核種である

と 書 か れ て い ま す 。 同 じ よ う に 現 在 、 安 定 同

位元素とされる ''6cd や '82W等の半減期が記

載されており、普通の人々は放射性同位元素

だと思っていたわけです。

逆にTable of i s o t ope s (第6版)を調べて
み る と 、 '36xeの半減期は書かれていません。
つ ま り 当 時 は 、 半 減 期 は 知 ら れ て い な か っ た

のです。しかし、最近のTable  of isotopes(第

8 版 ) で は 半 減 期 が 2 . 3 6 X 1 021 年以上であると

書 か れ て い ま す 。 同 じ よ う に 48Ca、 5oCr等は

半減期が知られておらず、普通の人々は安定

な同位元素だと思っていたわけ一Cす。

よ っ て 、  今まで安定同位元素だと思ってい

た同位元素が、将来 「放射性同位元素」 と な

る可能性は十分にあります。

現 在 も 続 け ら れ て い る の か ど う か わ か り ま

せ ん が 、 水 素 や 酸 素 の よ う な 安 定 と さ れ る 元

素 に つ い て 、  放射性同位元素の可能性を探し

て い る 研 究 グ ル ー プ も あ っ た よ う で す 。 そ れ

は 、 数 万 ト ン 以 上 の 水 を 観 測 し 、 そ の 中 で 原

子が崩壊してあらわれる放射線を調べるので

す 。 こ の 方 法 を 用 い る と 半 減 期 が 1 032 年の半

減期でも測定できるとのことです。

本当に長い半減期を持つ放射性同位元素が

見 つ か っ た ら 、 案 外 「寿限無」 と い う 話 の 中

にその元素の名前が入るかも知れません。

「さ す が 御 隠 居 さ ん 、  それも名前に入れや

し ょ う 。 寿 限 無 、 寿 限 無 、 五 劫 の 擦 り 切 れ 、

水 素 1 に 、 ヘ リ ウ ム 4 、 リ チ ウ ム 7 、 ベ リ リ ゥ

ム ー一」



[新刊紹介]

吉原賢二 「科学に魅せられた日本人一

ニ ツ ポ ニ ウ ム か ら グ ノ ム ,  光通信まで」
(岩波ジ ュニア新書)を読んで

本ニュ ー ス レ タ ー21 号に坂内忠明氏が 「原子

番号」 を 解 説 さ れ て い る 。 原子量の順に並べた

元素における周期性 ( メ ン デ レ ー エフらの発見)

から原子番号 (原子核の陽子数) 概念へ と進展

をもたらした特性 x 線スペクトルの研究が25歳

前後のモ ー ズ リ ーによってなされた(1913 )こと ,

この名誉ある大きな成果の反響を知らないまま

モ ー ズ リ ーが第1次世界大戦で戦死した(1915)こ

とに思いを寄せて紹介してある 。
これ以後,元素の原子番号の同定には特性X

線 が 使 わ れ る よ う に な っ た が , そ れ 以 前 は , 根

気 よ く 化 学 反 応 を く り か え し て 元 素 で あ る こ と

を証明する必要があった。 地球上での産出量が

多く化学的研究が比較的に容易であった元素は

19世紀のうちに各国の名だたる科学者によって

発 見 さ れ て し ま っ て い た 。残されていた元素は

地球上に存在しないもの,  しかし後に加速器や

原 子 炉 を 使 っ て 人 間 に よ っ て つ く ら れ た 元 素 が

多い。
1904 年(明治末期),希ガス元素の発見で名高い

ロ ン ド ン 大 学 ラ ム ゼ イ の も と に 留 学 し た 小 川 正

孝は, 自 分 が 発 見 し た と 信 じ , ニ ツ ポ ニ ウ ム と

命名した元素の研究に一生をささげた。小川は,,

後に束北大学総長になるが, 新元素の発見は認

め ら れ る こ と な く い わ ば 失 敗 の う ち に 一 生 を 終

えた日本人科学者である 。 本書の著者である吉

原は東北大学名誉教授で放射化学, 核化学者と

し て 知 ら れ る 。 吉原は丹念に小川の論文を調べ

な お し , 現 代 の 知 識 か ら 推 し 量 つ て , 小 川 が 単

離したものは実は原子番号75のレニウムであっ

た こ と を つ き と め , 学 界 に 報 告 し て い る 。小川
は , そ れ を 4 3 番 元 素 と 思 い 込 ん だ の だ と い う 。

当時, 日本から出かけて行つてたぃへんな苦労

を 重 ね た す え , 原 子 価 の と り 方 を 間 違 え た た め

に あ と  1歩の所で元素発見物語に日本人が名を

残 す 機 会 が 失 わ れ た と の こ と で ,  と て も 残 念 で

あ る o

つ ぎ に 取 上 げ ら れ て い る の は  「日本の原子科

学の父」 と 称 さ れ る 仁 科 芳 雄 で あ る 。 い ま で も

場の量子論の学習には大変な努力を要するもの

で あ る が , 仁 科 は 1 9 2 3 年 コ ペ ン ハー ゲ ン の N ボ

ー アの研究所に赴いて誕生間もない量子力学を

習 得 し ,  デ イ ラ ッ ク に よ る 特 殊 相 対 性 理 論 の 組

み合せを用いてγ線の電子による散乱の確率を
計算し, コ ン プ ト ン 散 乱 に お け る K l e i n ・Nishina

式で知られる公式を残した 。 さ ら に 留 学 中 の 体

験 か ら ,  仁科は新しいヨ ー ロ ッ パ の 科 学 を 日 本

に移植する使命を強く感じ,  帰国後, 理化学研

究 所 で 多 く の 門 人 を 育 て る 一 方 で 2 台 の サ イ ク

ロ ト ロ ン を 建 造 し た 。しかしやがて時代は研究

者たちの楽園を踏みにじる方向へ と 変 化 し ,  戦

時下研究,そして広島長崎の原爆投下, さ ら に

占 領 軍 に よ る サ イ ク ロ ト ロ ン の 破 壊 , 理 化 学 研

究 所 の 解 体 と い う 苦 難 の 道 を 歩 ま さ れ る こ と に

なった。

さ ら に 本 書 は , い ま な お 一 般 の “ 人 気 ” の 高

い野口英世, ド イ ツ の コ ツ ホ の も と に 留 学 し た

病 原 菌 の 北 里 柴 三 郎 , 英 国 留 学 か ら ア メ リ カ に

渡り成功した生理活性物質の高峰譲吉, そ し て

鈴木梅太郎, コムギのル ー ツを追った木原 均

の活躍,古代ハスの眠りを覚ました大賀一郎,

探検家でもあった生物学者今西錦司, “世界の

ソ ニ ー” を つ く り あ げ た 井 深  大 , そ し て 西 沢

潤一をとりあげている。
科 学 史 に 残 る 巨 人 , た と え ば ニ ュ ー ト ン ,  ガ

リ レ オ ,  ア イ ン シ ュ タ イ ン ,  フ ェ ル ミ ら の 伝 記

は 多 く ま た 広 く 読 ま れ て い る 。本書はあえて日
本の科学者の話である 。 日 本 が ま だ “ 辺 境 の 地 ”

であった時代にあって世界の桧舞台にでるのに

ど の よ う な 苦 労 を 重 ね た か , た と え ば つ ぎ の こ

と を 思 っ て み よ う 。 モ ー ズ リ ー は キ ャ ベ ン デ ッ

シュ研究所で原子核に含まれる陽子数に注日し

た ラ ザ フ ォ ー ドの学生であったし,  また原子の

電 子 構 造 に 答 え を 見 つ け た N ボ ー ア と も 交 流 が

深かった研究室の, い わ ば 先 頭 集 団 を 走 る ラ ン

ナ ー の 中 に い た の で あ る 。 そ れ と く ら べ て わ れ

わ れ の 先 人 た ち が , 大 き な 文 明 の 落 差 を 目 の 当

り に し て ,  ど の よ う な こ と で 思 い 悩 ん だ で あ ろ

う か 。  結果的に競争に敗れた人をも含めて著者

は静かに, し か し 暖 か い 尊 敬 の 思 い を も っ て 語

りかけている 。
中学生や高校生, そしてそれ以上にその両親,,

学校の先生に読んで欲しい本である 。 そ し て わ

れわれの先人たちの努力に, また自分自身に内

在 す る も の に 誇 り を も っ て 欲 し い と 願 う も の で

ある。

(大野新一)



「三木文庫」 が大洗に出来ました

放射線教育フォ ー ラムの副会長と して御

活躍された近畿大学名誉教授故三木良太先

生の蔵書を集めた三木文庫が、 千代田テク

ノル大洗研究所内にできました。三木先生
の奥様である和子様よりこのことについて、

昨年11月に松浦辰男事務局長宛にお手紙

を頂きました。 会員の皆様にお知らせする

のが遅れまして、大変申し訳ありません。
三木文庫は先生を偲ぶ人々が貴重な蔵書、

資料を閲覧 ・ 利用できるようにするために、

先生の教え子でもある細田敏和 ((株)千代
田テクノル社長)が設立したもので、蔵書 ・

資料(次ペー ジ写真左)の他、研究に使用
されていた器具、 ご趣味として手作りされ

ていた喫煙パイプとその部品等、先生を偲

ぶにふさわしい遺品も展示しています (次
ペー ジ写真右)。

三 木 先 生 は フ ォ ー ラ

ム設立当初から幹部役

員 と し て 多 方 面 に わ た

り フ ォ ー ラ ム に 貢 献 さ

れ 多 く の 功 績 を 残 さ れ
ま し た 。 その中で特記

すべき御功績は、 1996

年 1 1 月 と 1 2 月 に そ れ

ぞれ文部省と科学技術

庁に要望書を提出した

時のお働きです 。 こ の

と と もに科学技術庁長官に手渡されま した。
要望書提出後に新聞記者への説明会が行わ

れましたが、 三木先生は新聞記者の質問に

対して極めて適切な回答および解説をされ

ました。
現 在 、 放 射 線 教 育 フ ォ ー ラ ム は N P 0 法 人

となり社会的信用も確立し、 今後の活動に

大きな期待が寄せられていますが、 これも

ひとえに三木先生のような創立当初からの

功労者の御努力の賜物と感謝しております。
大洗に行く機会がありましたら三木文庫

を訪ねてみませんか。 放射線に関する貴重

な本が見つかるかもしれません。

とき三木先生は要望書 、 _
の原案の作成に携わら (株)能電ノ ル

れ、11月には要望書「エ

ネ ル ギ ー ・ 環 境 問 題 に  j
関 連 し た こ れ か ら の 放

射線 ・ 放射能教育の在 ァ ト ッ ク ス

リ 方」 を篠崎善治副会 l
長 ら と と も に 文 部 省iii a l l_ 」
等中等教育局長に手渡

されました。 ま た 1 2 月
には要望書 「学校及び

社会にi:)け る 放 射 線 ・

放射能教育を効果的に

行 う た め の 方 策 に つ い

て」 を有馬朗人会長ら

矢場

i

-l ・●一

ー
▼

I
▼

水戸方面

↓
，，，，，l・，

0
矢場入口

51号線

至日本原子力研究所
大洗研究所

「株式会社千代田テクノル」 への行き方

6



«

所在» 走りましたら、 2つ日の信号 「矢場入り口」
〒311-1313 茨城県束茨城郡大洗町成田町 のところで右折します。
3681ｫ

三木文庫への交通案内»

1 ) 水 戸 駅 ( 北 口 3 番 乗 り 場 ) に て 茨 交 バ

ス鉾田行に乗車。 「矢場」 停留所にて下車

(所要時間約50分、片道料金710円)。徒
歩1km

2 ) 水 戸 駅 よ り タ ク シ ー乗車。 料金1,700

円程度

3) 自動車で行く場合 (左図参照のこと)
51 号線を鹿嶋方面へ日本原子力研究所

大洗研究所を目標に進みます。 海岸沿いをｫ

「放射線教育」 別刷制度»

NP〇 法人放射線教育フォー ラム発行の

論文集 「放射線教育」 では、別刷制度が発

足しました。今 年 度 末 ( 2 0 0 2 年 3 月 ) に

発行予定の号より著者に30部の表紙付き

別刷を無料で提供します。 御期待下さい。
また、 「放射線教育」 では、広く放射線

教育に有益と考えられる内容の原稿をお待

ちしております。編集委員会で審査の上、

採用の可否を決め、 一部改訂をお願いする

こ と も あ り ま す。詳しくはお手元の最近の

「放射線教育」 の巻末のペー ジを御覧下さ
いo

7ｫ

お問い合わせ»

〒113-8681 束京都文京区湯島1-7-12

千代田お茶の水ビル

株式会社千代田テクノル

線量計測事業部長

宮本昭一

Tel : 03-3816-5210
Fax :03-5803-1939

E-mail :miyamoto-s@c-technol.co.jpｫ

原積募集のご案内»

編集委員会では、会員の皆様からのご寄

稿をお待ちしています。「会員の声」 は、
学校教育の場での体験談、新聞 ・ 雑誌の記

事に対する感想、研修会等への参加記など、

多少とも放射線・ 原子力 ・ エネルギーの関

するもので、1000字以内です。「放射線・

放射能ものしり手帳」 は難しい話題を面白

く 親 し み や す い 読 み 物 で 解 説 す る も の で

2000字以内。投 稿 は で き る だ け 、 電 子 メ

ー ルでお願いします。ニュ ー 、スレタ 一 は、

3月、7月、11月の年3回発行です。



委員会だよ り
医療系教育機関における放射線

教育の実態調査専門委員会

活動状況
委 員 長 大 橋 國 雄

本 委 員 会 は , 昨 年 度 , 広 島 , 群 馬 , 千 葉

3 県 の 看 護 婦 ・ 看 護 士 養 成 機 関 ( 大 学 , 短

期大学,専門学校等)を対象に行った放射

線関連教育に関するアンケ ー ト調査に続い

て , 今 年 度 は , 平 成 1 3 年 1 1 月 か ら 1 2

月にかけてこの3県を除く全国規模の調査

を行った。 調査対象機関数は日本看護協会

の 看 護 職 養 成 機 関 調 査 リ ス ト ( 平 成 1 3

年 ) に 基 づ き , 看 護 大 学 8 2 , 看 護 短 期 大

学 4 8 、 看 護 婦 ・ 看 護 士 学 校 4 4 3 校 ( 準

看 護 婦 養 成 機 関 は 含 ま な い ) , 合 計 5 7 3

機関であった。 回答の回収状況は, 大学

34.1 % , 短 期 大 学 3 7 .5 % , 看 護 婦 ・ 看 護 士

学校では34.5 %, 全 体 で は 1 9 9 機 関 か ら

回答が寄せられ,回答率は34.7%であった。

各設問の選択肢に対する回答のほか, 放射

線関連教育を実施している教科名について

の回答や看護や保健・ 医療における放射線

に関連する教育について意見も寄せられて

いる。 これらに関して現在結果の集計と取

り ま と め を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。 ｫ

会務報告»
(2001年)

1 1 月 2 日  教育課程委員会(5名,升本ビ

ル2F)
1 1 月 6 日  リ ス ク 検 討 委 貝 会 ( 5 名 , 升 本

ビル2F)

1 1 月 1 0 日  拡大幹事会 ・ 勉 強 会 ( 3 5 名 ,

升本ビル2F)

l l 月 1 6 日  第6回理事連絡会 ・ セ ミ ナ ー

運営委員会(14名,升本ビル2F)

1 1 月 3 0 日  第 4 回 編 集 委 員 会 ( 5 名 , 升

本ビル2F)

1 2 月 1 日  第 2 回 加 速 器 委 員 会 ( 1 0 名 ,

升本ビル2F)

1 2 月 7 日  教育課程委員会( 6 名 , 升 本 ビ

ル2F)

1 2 月 1 8 日  第 7 回 理 事 連 絡 会 ・ セ ミ ナー

運営委員会 (15名, 升本ビル2F)

(2002年)
1月25日第2回理事会・セ ミ ナ一委員会(17

名,升本ビル2F)

2 月 2 日  第 3 回 加 速 器 委 員 会 ( 9 名 , 升

本ビル2F)

2 月 1 5 日  編集委員会(7名,升本ビル2
F)
2 月 2 6 日  第8回理事連絡会( 名 , 升 本
ビル2F)
3 月 3 日  勉強会(科学技術館サイエンス
ホー ル)予定

お詫び:前号巻頭言の誤植

ニュースレターNo21(2001年11月発行)の巻頭言

「地球温暖化防止と原子力」 (山寺秀雄)の記事の中

で 入 力 ミ ス に よ る 誤 植 が あ り ま し た の で , お 詫 び す

ると共に次のような訂正をお願いいたします。

11行目 協と → 京都

23行目 期間 → 機関

31行日 保証 → 保障

37行目 努め → 務め

(編集担当)ｫ

編集後記»
月日の流れは速いもので、 青桐の葉が落

ちる頃かと思えば、 もうすぐ池のほとりで
色 と り ど り の 花 を 咲 く 季 節 と な り ま す。 会
員 の 皆 様 に と っ て は 、 良 い 年 度 と な り ま し
た で し ょ う か ?

間 も な く 新 しい年度が始まります。 編集
委員会のメンバー も少しずつ入れ替わって
いますが、 来年度も変わらず、 楽しく分か
りゃすぃニュ ー スレタ ー をめざしていきま
す。 今 後 の フ ォ ー ラ ム だ け で な く 、 ニ ュ ー

スレタ ー にも御期待下さい。
(坂内 忠明 記)

放射線教育フォ ー ラム編集委員会
大野新一(委員長)、大橋国雄、菊池文誠、小高正敬、

村主 進、坂内忠明、村石幸正、渡利一夫、今村 昌 ( 顧

問)

事務局 : 〒105-0001 東京都港区虎ノ門l - 7 -6 升本ビ

ル 2 階 T el/FAX:03-3591-5366,E-mail:mt0l -ref@kt.rim.or.jp,

HP:http://www.ref.or.jp
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